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完全なレプリカを維持する仕組み ～ 同期とレプリケーション

同期 （Synchronization）

レプリケーション

マスタ サーバ上のファイルおよびデータベースに対する変更をリアルタイムにキャプチャし、
レプリカ サーバに転送。

マスタ（レプリケーション元）サーバの内容の正確なコピーをレプリカ（レプリケーション先）
サーバ上に作成するプロセス。レプリケーションを始める前提として必要。

マスタのデータ

STEP2: 変更を都度レプリ
ケーション

STEP1: 同期でデータの
ベースラインを揃える

レプリカのデータ
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同期処理の仕組み （ファイルレベル同期）

マスタ レプリカ

STEP1: ディレクトリ
のスキャン

STEP2: シグネチャ
の作成

STEP3: シグネチャ
の比較

STEP4: レプリカにのみ存在するファイルの削除
（デフォルト設定）と差分ファイルの転送



4 CA ARCserve Replication r15 ハンズオントレーニング

レプリケーションの仕組み
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EngineSTEP1:変更
の捕捉

STEP2:変更
の書き込み

STEP3:書き
込みの確認

STEP4:変更
の転送

STEP5:変更
の再現

STEP5’:リワインド
ポイントの記録


